
記 入 例
（日本人同士の離婚）
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在サンフランシスコ日本国総領事館 2025年4月1日改訂

在サンフランシスコ日本国

令和４年１２月１日アメリカ合衆国カリフォルニア州サンフランシスコ郡上級裁判所にて
離婚判決確定、同判決謄本添付

令和４ １２ １

山田 太郎 山田 花子

アメリカ合衆国カリフォルニア州

サンフランシスコ市パイン通り20番地

山田 陸、山田 愛 山田 陸、山田 愛

アメリカ合衆国カリフォルニア州フォスターシティ市サター通り245

❶ 【届出日】
・窓口での届出日を記入
・郵送の場合は記入日を記入

❷ 【氏名】
戸籍に記載されている婚姻中の
氏名を記入

➌ 【生年月日】元号で記入

➍ 【住所】
アメリカの住所を日本語で記入
St. Ave. Dr. Ln. Pl.等は“通り”

➎ 【本籍】
戸籍に記載されている本籍及び
筆頭者の氏名を記入

❻ 【父母及び養父母の氏名】
父母が婚姻中であれば、母は名
のみ記入（養父母も同様）

➐ 【離婚の種別】
日本の方式で協議離婚する場合
は、「□協議離婚」にチェック
してください
外国の方式で裁判離婚した場合
は、「□判決」にチェックし、
判決の確定日を元号で記入して
ください

➑ 【婚姻前の氏にもどる者の本籍】

・該当するものにチェックし
離婚後の本籍と筆頭者を記入

・「離婚の際に称していた氏を
称する届(戸籍法77条の2の
届)」を同時に届け出る場合
は、この欄の記入は不要です

・「２－２」のように略記又は
「－」は使用せず、「二丁目
２番」のように正確に記入

❾ 【未成年の子の氏名】
未成年の日本国籍の子がいる場
合は、親権に服することとなっ
た子の戸籍上の氏名を記入

❿ 外国の方式で裁判離婚した場合
は、「離婚判決確定年月日」と
「裁判所名」等を記入

⓬ 【届出人署名】
戸籍に記載されている氏名を記
入（押印は任意）

住 所：245 Sutter St., Foster City, CA 94000
電話番号：415-780-6000 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：taroyamada@gmail.com

（例）離婚判決謄本に記載されている妻の氏名は、アメリカで使用しているもので、
戸籍上の氏名と異なるが、同一人物である

⓫

【証人欄について】
・外国の方式により離婚する場合は、証人欄（届書の右上）の記入は不要です
・日本の方式により離婚する場合は、証人欄（届書の右上）に成人2人の署名が
必要です（証人は外国人でも可能）

⓫離婚届、離婚判決謄本及び戸籍上の氏名はすべて一致していることが原則
ですが、相違がある場合はその理由をご記入ください
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東京都千代田区霞が関二丁目２ 鈴木 一郎

やまだ たろう

↑日本の方式により協議離婚する場合は記入しない

フォスターシティ市サター通り245番地

別紙「職業・産業例示表」を参照し、
↓↓番号をご記入ください。↓↓

０２ ０３
令和7


	スライド 1

